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平成最後の年となりました。
平成を振り返ると「⾷」も⼤きく成⻑してきていると
思います。
偽装で淘汰される。本物を求める。
多様化する満⾜度。
様々な情報が早くなり、選びやすい環境に
なりました。⾷を提供する側は、責任と誇りをもち、
消費者は、みあうコストを⽀払い、⾷を享受できる
社会を作っていきたいと思います。
本年もご愛読頂ければ幸いです。
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廣告社ぶれいん ⽵⽥清⼈

何時も「くすいなたん」をご講読いただき、有難うございます。
今年は平成最後の年ですが、⼜新しい年号の始まりでもあります。
新しい年号の今年は亥年でもありますので、仕事にプライベートに
⾶躍の年にしたいですね︕

昭和⽣まれの私にとって平成はあっという間に過ぎた感がありますが、
ミッドシニアを迎えた今年は新しい年をしっかりと歩いていきたいと考えています。

故郷・沖縄に戻り6年⽬を迎えましたが、今年も⼜故郷・沖縄から
話題の種をお届けしたいと考えています。
新年を迎えるにあたり、関係各位のご健康とご多幸をお祈りしています。

沖縄の経済環境も順調に推移し、特に観光業界の活況は本年度も継続
して拡⼤を遂げるものと思われます。
沖縄エンゲージセンターとしても本年は顧客拡⼤、社員増強を⽬標に、社
員⼀同⼀丸となって取り組んで参ります。
２０１９年度もよろしくお願い致します。

沖縄エンゲージセンター 宮城 重哲

謹んで新年のお慶びを申し上げます。旧年中はみなさまに格別のお引き⽴て
を賜り、本当に、ありがとうございました。図々しいお願いではありますが、本年も
変わらずのご愛顧を願い申し上げます。
読者の⽅のためにと⾔うよりも、⾃分の勉強の積もりで、マーケッティング⽤語
を⾊々取り上げさせて頂いています。その中で、ますます意を強くするのは、
ビジネスに⼀番⼤切なことは、技巧ではなくて、明確な使命感と情熱だなと。
結局、ビジネスの⽅法は滅茶苦茶にたくさんあって、「やりたいこと」がやれてい
ないと、迷いばかりになってしまう。それでも、⽬の前のことにあまり夢中になってし
まうと、周りが⾒えなくなって、折⾓の機会を逃すこともあるでしょう。
⼀息⼊れる時のコーヒーの代わりとして、「並べて覚える︓お店で使えるマーケ
ティング⽤語集」を、今年もお読み頂ければありがたい。
ま、美味しくもないコーヒーではありますがね。

こーいちのグルメ散歩 ⾷道楽散⼈ ⽊村 幸⼀

♪さんぽ８０♪ 和菓⼦における最上の⽢さを味わう

藤本 ⾼司

★その32 福井県 ババガレイの⼀夜⼲し 「海族船」さん

拘りの逸品

店舗名 海賊船
住所︓福井県坂井市三国町安島51-28-7
TEL︓077-682-2874

⽔深５０メートル以下に⽣息する漁獲量の
少ない⿂です。ぬめりが多く、加⼯しにくく、
更に⾜が早いこともあり、あまり流通しない
⾼級⿂です。そんなババガレイのぬめりを丹念に
とりミネラルたっぷりの海⽔で⼲しあげます。
冬の⽇本海。この季節に味わえる逸品です。

フレッシュＮＥＷＳ

リテールテックJAPAN 2019出展いたします︕

⽇ 時 ︓ 2019年3⽉5⽇(⽕)〜8⽇(⾦)
10︓00〜17︓00 ※最終⽇は16︓30まで

⼊場⽅法 ︓ チケット制 ※⼊場チケットを無料でお配りしております。

恒例のリテールテックJAPANに今年も出展いたします♪
「24Ｈ365⽇マルチベンダー保守」サービスを今回もメインでご案内予定です︕
（ブース番号:RT1205）今年は、次世代のHDサービスを体験
いただけるかも︖︖︖皆様是⾮お越しくださいませ(^o^)

沖縄エンゲージセンター 照⽊ 勝明

⾷器研究家 ケイ・⼤勝

昨年もお世話になりました。今年は体験レポートを掲載したいです♪
今年も何卒「くすいなたん」をよろしくお願い申し上げます。

厳冬の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
本年もよろしくお願い申し上げます。

⾷道楽散⼈ ⽊村 幸⼀

藤本 ⾼司ご挨拶

10⽉末、スポーツクラブの友⼈⼆⼈と⽊曾・伊勢の旅に⾏ってきました。
伊勢や⿃⽻には⾏ったことはありますが、⽊曽路は初めてです。
⾏ってみたいお店があり、⼀度は⾏かなければと思っていたところでした。
昔から「和菓⼦の⽢さは⼲し柿を以って最上とする」と⾔われています。
岐⾩は栗と⼲し柿でつとに有名で、とりわけ中津川は栗きんとん発祥の地
として知られています。
この地に栗と⼲し柿からなるお菓⼦があっても不思議はありません。
私が⻑年取り寄せているお菓⼦がそれです。
中津川を代表する⽼舗のお店の⼀軒が発売する「柿の美きんとん」です。
栗きんとんを⼲し柿で包んだシンプルなお菓⼦です。
これを⾷べると、昔の⼈も美味しいお菓⼦を⾷べていたことがよくわかります。
柿の美きんとんは、発送⽇を含め消費期限が４〜５⽇しかありません。
友達に配る分を⼊れてもせいぜい１０個。
「輸送料を⾷べているの︖」とかみさんがひやかします。
現地へ⾏ってでも⾷べたいお菓⼦の⼀つです。
中津川のお店は建物⾃体が⼤きく、売り場も広く、
店内にはテーブルや椅⼦まで備えがあり、
まさにゆったりしています。
店員さんも丁寧で感⼼しました。
お店も、店員さんも、商品も、お客様も、
みな輝いているのが⽼舗です。


